






















































を相談に行ったところ，同研究所では植物の DNA の研究をしているので､ 動物につい
ては扱ってないとのことで断られたそうである。
　我々の方から。日本酒の醸造や特産の農産物（イチゴやブルーベリーなど）の栽培な
どで協力を要請にいったらどうか，という提案をした。
─ 184 ─
７　全体的雰囲気
　アクアラインを通っての通勤通学が増えて，東京志向が強まっていることに地元自治
体はある意味で危機感を抱いているようであった。特に若者が地元の魅力を十分に理解
することなく離れていく現象を食い止めたいという意向である。この点では我々の取り
組みに対して非常に好感を持って受け止めてくれたようである。
　人間社会学部の学生と地元の高校生とのコラボにより､ 高校生が自分たちの住む地域
の魅力に気づいてくれて，地元にとどまる傾向が強まってくれることを期待しているよ
うに思われた。
８　今後の活動について
　JR 東日本千葉支社との折衝については，犬塚先生が中心になって進めることにして
いる。木更津市の高校については，木更津市役所の中村氏からの情報を待って，先方と
の折衝をする予定である。
　ゼミの所属が決定してから，プロジェクトメンバーの研究３の所属学生を集めて説明
会を開き，２月の予備調査に供えることにしたい。メンバー以外のゼミの学生について
参加を認めるかどうかについては，今後プロジェクト内で検討したい。
